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【【運運営営方方法法】】

【【組組織織図図】】　　

【【相相談談支支援援体体制制のの整整備備状状況況】】　　

【【地地域域生生活活支支援援拠拠点点等等のの整整備備状状況況】】　　

【【日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同生生活活援援助助のの有有無無】】　　

　　日日中中ササーービビスス支支援援型型共共同同生生活活援援助助のの有有無無

  
  

町町田田市市

https://www.city.machida.tokyo.jp/iryo/syougai_hukushi/syougaitorikumi/syougaihukusikyougikai.html

直直営営

＜協議会の体制＞

　　　　【協議会の役割】
　　　　　　　　　　　　　　市の障がい福祉施策を総合的に検討。

　　　【委員の構成】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最大２０名。学識経験者、保健医療・福祉・経済・

　　　　　　　　　　　　　　　　教育各関係団体の代表、行政機関の職員。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　…障がい者計画及び障がい福祉事業計画の検討・進捗管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（設置：２０１６年１１月～）

　　　　　　…就労支援ネットワークの構築
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（設置：２０１１年１１月～）

　
 

　　　　　　　　　　　　　…相談支援事業のネットワークづくり等を検討
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（設置：２０１２年１０月～）

【各部会の役割】
協議会から依頼を受けた専門的事項を調査及び協議する。

【部会員の構成】
協議会会長が指名した委員及び市長が委嘱した者

基幹相談支援
センター数

委託相談支援
事業所数

指定一般相談支援事業所数 指定特定
相談支援
事業所数

指定障害児
相談支援
事業所数地域移行支援

12

整備状況 整備時期 整備類型

検討中 令和3年度 面的整備型

地域定着支援

1 5 4 3 25

開設の有無 開設時期

なし －

町田市障がい者施策推進協議会

障がい者計画部会

就労・生活支援部会

相談支援部会
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【【全全体体会会及及びび専専門門部部会会のの活活動動回回数数及及びび委委員員数数】】　　

全体会の活動回数及び委員数 専門部会の活動回数及び委員数

 

　

　

　 　

【【全全体体会会のの委委員員構構成成及及びび活活動動内内容容】】　　

（（１１））委委員員構構成成

№

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

（（２２））活活動動内内容容

回数 委員数

回数 委員数 障がい者計画部会 6 12 (6)

全体会 部会名

(1)

相談支援部会 3 10 (1)

※「委員数」の（　　）：障害当事者（本人）で委員に就任されている方の人数（再掲）

5 20 (4) 就労・生活支援部会 3 10

学識経験者 4 医療関係者 2 保健所 0

種　別 人　数 種　別 人　数 種　別 人　数

障害当事者・家族・関係団体 4 身体・知的障害者相談員 0 相談支援事業者 3

教育関係機関 1 雇用関係機関 2 企業 0

民生委員・児童委員 1 地域住民 0 行政職員(区市町村) 0

障害福祉サービス等事業者 2 社会福祉協議会 1 法曹関係者 0

委委員員名名簿簿

役　職 氏　名 所　属 種　別 備　考

行政職員(都） 0 その他 0

合　計 20

会長 岩崎　晋也 学校法人　法政大学 学識経験者

職務代理 井上　光晴 元名社会福祉士事務所 学識経験者

佐藤　繭美 学校法人　法政大学 学識経験者

谷内　孝行 学校法人　桜美林大学 学識経験者

中川　種栄 町田市医師会 医療関係者

松﨑　重憲 町田市歯科医師会　 医療関係者

小野　浩 まちされん 障害福祉サービス等事業者

森　公男 町田市社会福祉法人施設等連絡会　 障害福祉サービス等事業者

馬場　昭乃 社会福祉法人　町田市社会福祉協議会 社会福祉協議会

藤谷　修平 南地域障がい者支援センター　 相談支援事業者

青山　信幸 町田市障がい者就労・生活支援センター「Let's」　 相談支援事業者

堤　愛子　 特定非営利活動法人　町田ヒューマンネットワーク　 相談支援事業者

風間　博明 町田市身体障害者福祉協会　 障害当事者・家族・関係団体

浅野　直樹 町田市聴覚障害者協会　 障害当事者・家族・関係団体

赤松　正美 町田市障がい児・者「親の会」連絡会　 障害当事者・家族・関係団体

坂本　宣宏　 特定非営利活動法人　町田市精神障害者さるびあ会　 障害当事者・家族・関係団体

町野　眞里子　 町田市民生委員児童委員協議会　 民生委員・児童委員

鈴木　悟 町田商工会議所　 雇用関係機関

第5次町田市障がい者計画及び町田市障がい福祉事業計画（第5期計画）の進捗管理
町田市障がい者プラン21-26(第6次町田市障がい者計画、町田市障がい福祉事業計画（第6期計画））の
策定
その他、差別解消や障がい者虐待についての情報共有等

森山　知也　 東京都立町田の丘学園　 教育関係機関

降幡　勇一 町田公共職業安定所　 雇用関係機関
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【【専専門門部部会会のの委委員員構構成成及及びび活活動動内内容容】】　　

（（１１））委委員員構構成成

（（２２））活活動動内内容容

【【地地域域協協議議会会のの活活動動状状況況】】　　

１　地域協議会の協議事項（複数回答）

　　　　　部　会　名
障がい者計画

部会
就労・生活
支援部会

相談支援部会
　　種　別

保健所 0 0 1

教育関係機関 1 1 0

学識経験者 0 2 1

医療関係者 0 0 0

障害当事者・家族・関係団体 7 0 0

身体・知的障害者相談員 0 0 0

雇用関係機関 0 2 0

企業 0 1 0

社会福祉協議会 1 0 1

法曹関係者 1 0 0

相談支援事業者 0 4 4

障害福祉サービス等事業者 2 0 2

行政職員(区市町村) 0 0 1

行政職員(都） 0 0 0

民生委員・児童委員 0 0 0

地域住民 0 0 0

部会名 活動内容

障がい者計画部会

第5次町田市障がい者計画及び町田市障がい福祉事業計画（第5期計画）の
進捗管理
町田市障がい者プラン21-26(第6次町田市障がい者計画、町田市障がい福祉
事業計画（第6期計画））の策定

就労・生活支援部会

第5次町田市障がい者計画及び町田市障がい福祉事業計画（第5期計画）の
進捗管理
町田市障がい者プラン21-26(第6次町田市障がい者計画、町田市障がい福祉
事業計画（第6期計画））の策定
地域の支援機関の連携に関する協議
町田市管内の障がい者就職状況、町田市役所の障がい者雇用に関する報告
等

その他 0 0 0

計 12 10 10

相談支援部会

第5次町田市障がい者計画及び町田市障がい福祉事業計画（第5期計画）の
進捗管理
町田市障がい者プラン21-26(第6次町田市障がい者計画、町田市障がい福祉
事業計画（第6期計画））の策定
町田市における地域生活支援拠点のあり方についての検討等

① 相談支援事業の運営体制に関すること

地域生活支援拠点等の整備についての検討　等

② 就労支援に関すること

市内の障がい者雇用促進についての検討　等
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３－２　地域課題の把握方法（複数回答）  

⑧ 障害者差別解消法や条例、権利擁護に関すること

障害者差別解消法の普及・啓発に向けた市の取り組みについての検討　等

⑩ 障害福祉計画等に関すること

第5次町田市障がい者計画及び町田市障がい福祉事業計画（第5期計画）の進捗管理、町田市障がい者プラン
21-26(第6次町田市障がい者計画、町田市障がい福祉事業計画（第6期計画））の策定に関すること

２　地域協議会としての役割（複数回答）

② 情報共有・情報発信

あがっている　　　　

①アンケート、ヒアリング等

②全体会、専門部会、各種連絡会等

３－３　地域課題に対して取り組んだ（取り組んでいる）内容又は取り組めなかった理由等
　　　（複数回答）

① 相談支援の質及び量　　　　

令和元年度に障がいのある市民向けの調査「町田市　暮らしの状況・生活の困り事に関する調査」を実
施し、地域ごとに設置している相談機関「障がい者支援センター」に対する満足度や利用意向について
回答を得た。対応やサービスについては、地域ごとに満足度が異なる等の課題がある。本年度行った、
第6次・6期計画の策定にあたり参考とした。

市の障害者施策に関する取組みの報告、各委員による意見交換を通して、課題や改善方法等を共有し、
今後の方針を検討する場としての役割を担っている。

⑦ 障害福祉計画等の進捗管理や調整

町田市障がい者計画及び町田市障がい福祉事業計画の進捗状況に関する報告と振り返りを行い、今後の方針
を検討する場としての役割を担っている。

⑩ 権利擁護・虐待防止

年度ごとの実績、相談内容について、各委員による意見交換を通して課題等を共有している。

３－１　地域協議会における地域課題

② 社会資源の開発及び改善　　

上記の調査にて、現在利用しているサービスの満足度や、サービスを利用しない理由について回答を得
た。また、現在の生活の困り事や、将来の生活の展望についても意見を得た。本年度行った、第6次・6
期計画の策定にあたり参考とした。

③ 権利擁護・虐待防止　　　

上記の調査にて、差別を受けた経験や内容、法律や都条例、相談先の認知度、社会や市民の意識を高め
るために必要なことについて、回答および意見を得た。本年度行った、第6次・6期計画の策定にあたり
参考とした。

⑥ 緊急・災害等対応

上記の調査にて、災害時に困ることについて回答を得た。一人では避難できないことや、避難所での過
ごし方や設備等に関する不安等が多く挙げられた。本年度行った、第6次・6期計画の策定にあたり参考
とした。
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３－４　地域課題の中で、広域又は東京都全域で対応するほうが良いと考える課題

（当事者の委員がいる区市町村）

（地域協議会を設置している区市町村）

令和元年度に、障がいのある市民向けの調査を実施し、生活の困り事やサービスの満足度等について市
内の当事者及び家族、支援者等から幅広く回答を得た。調査結果は、第6次障がい者計画、第6期障がい
福祉事業計画策定に向けた基礎資料として活用した。

特になし。

４　地域協議会における当事者の参画状況

４－１  多様な当事者の委員（障害や難病の種別、性別、年齢等）に参加していただくに当
　　　たり､取り組んでいること、課題になっていること

協議会の中で発言しにくい、内容についていけない等で負担を感じる当事者委員がいたため、協議会前
に別で説明の時間を設け、発言の依頼を行っている。

４－２　当事者の委員だけではなく、地域で生活する多様な当事者（障害や難病の種別、性
　　　別、年齢等）の声を吸いあげられる地域協議会にするために、取り組んでいること、
　　　課題になっていること
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